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土砂災害に対する防災訓練の実施について（依頼） 

 

 

防災行政の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、令和４年においても、８月から９月には平年を上回る土砂災害が発生す

るなど、全国各地で土砂災害が発生し、死傷者を伴う被害も発生しました。 

一方で、近年土砂災害が発生した地域において、過去の災害を教訓とした避難

により難を逃れた事例や、避難確保計画を策定し早期避難を習慣にしていた要配

慮者利用施設において人的被害を免れた事例など、地域のつながりや平時からの

訓練が効果的に働いた事例の報告を頂いております。（参考別添） 

各地方公共団体においては、令和５年度についても、６月の土砂災害防止月間

を中心に、防災部局と砂防部局が一体となり関係機関と連携し、防災訓練を実施

するようお願いします。また、この旨、管内市町村に対して周知するとともに、

下記について御助言いただくようお願いします。 

 

記 

 

 

１．土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成

12 年法律第 57 号。以下、「土砂災害防止法」という。）第３条に基づく土砂

災害防止対策基本指針（令和３年８月 31 日国土交通省告示第 1194 号）四１

において、市町村は関係行政機関と連携し実践的な避難訓練を実施すること、

土砂災害警戒区域の住民等が主体となって実施するように促すとともに支

援することなどを求めており、令和５年の避難訓練は、土砂災害警戒区域が

存する市町村において、土砂災害警戒区域内の住民等を対象に少なくとも年

１回確実に実施すること。 

 

２．令和３年５月の土砂災害防止法改正により、土砂災害防止法第８条の２第

５項において要配慮者利用施設管理者等は防災訓練を行い、その結果を市町

村長に報告することが義務づけられたことを踏まえ、要配慮者利用施設の避

難確保のため、同管理者等に対して、市町村とも積極的に連携を図って訓練

を実施するよう働きかけること。 

 



３．市町村の防災訓練の実施に要する経費について、普通交付税措置が講じら

れていること。 

 

 

担 当：消防庁国民保護・防災部防災課  
課長補佐 福原、防災調整係長 遠矢  
電話：03-5253-7525 FAX：03-5253-7535 
 
国土交通省水管理・国土保全局  
砂防部砂防計画課  地震・火山砂防室  
企画専門官 竹島、地震対策係長 鈴木  
電話：03-5253-8468 FAX：03-5253-1610 



令和4年8月3日からの大雨において、新潟県村上市小岩内地区では、複数の住宅が巻き込まれる土石流災害が発生。
地区役員が3日21時頃、住宅を1軒ずつ回り、避難を呼び掛けた。一度は地区の公会堂に避難したが、昭和42年羽越水
害を教訓とし、高台に位置する住宅等へ「再避難」を実施し、犠牲者はいなかった。

過去の水害教訓、避難の呼び掛けにより被害を逃れた事例(新潟県村上市小岩内地区）
こいわうち

小岩内地区で避難指示［8/3 21:30］※

避難の呼掛開始［8/3 21:00頃］

高台への再避難判断［8/3 22:00頃］
災害発生

（8/4未明）

【降水量の時間変化と情報等の発表状況（新潟県村上市】

下関観測所（気象庁）発災箇所約7km東

村上市北部で紫（危険）メッシュが出現

小岩内地区

8/3 11:00土砂キキクル 8/3 23:50土砂キキクル

小岩内地区

発災箇所で紫（危険）メッシュが出現

※村上市北部では、
8/3 14:38に避難指示発令

災害発生場所

【区長コメント】
いち早く高台に再避難できたのは、55年前の大水害（羽
越水害）の経験が大きい。（公会堂は羽越水害でも被害
に遭った場所だった）
空振りでもいいと開き直り、住民たちに再避難を呼び掛
けた。

人的被害：負傷者1名

参考別添



○令和３年９月５日、長野県茅野市下馬沢川において、複数の民家が巻き込まれる土石流災害が発生。
○地域では例年避難訓練を実施し、災害への意識を高めていたことに加え、避難指示発令後、防災無線により避難を呼び

掛けたり、市消防団員等が住民に直接声を掛けて回り、住民の多くが事前に避難して人的被害はなかった。

日頃の備えにより被害を逃れた事例(長野県茅野市）
ち の し

地区の多くの住民が避難

【被害状況】
人的被害：なし
全壊：3
床上浸水：4 床下浸水：29
非住家：52

茅野市 茅野市

強い雨域がかかり
続けている

18:30 19:30

茅野市における日頃からの取組

防災マップの作成 避難訓練の実施

9/5 18：34 19：45

大雨警報
（土砂災害）発表

土砂災害警戒
情報発表 避難指示発令

19：40

土石流発生

19:30～20:00
地区住民高部公民

館へ一時避難

20:00～

中央公民
館へ移動

（約2.5ｋｍ）

（夜間）

高部公民館

参考別添
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要配慮者利用施設が事前の備えにより難を逃れた事例（大分県日田市）

○ 令和２年７月豪雨において、大分県日田市中津江村栃野地区に位置する高齢者福祉施設「安寿苑」（土砂災害警戒区
域内に位置）でがけ崩れが発生。施設に被害が生じたものの、前日に入所者らが避難したため人的被害はなかった。

○ 同施設では約10年前に避難計画を策定。近年多発する豪雨に対応するため、「警戒レベル３で避難する」ことを盛り込
むなど早期避難を習慣にしており、今回も速やかに避難したことで難を逃れた。

土砂災害警戒区域等の指定状況

施設周辺の土砂災害の発生状況

各種防災情報の発表・発令状況

7/6 7/7 7/8
12:0024:00 24:00 12:00 24:00 12:00

大雨注意報
大雨警報

02:30

土砂災害警戒情報
11:40 11:37

累積雨量 892.0mm
（7月5日16時～8日5時）

ひ た し

とちのなかつえ あんじゅえん

【災害の経緯：令和２年７月豪雨】
6日(月)  2:30 大雨警報発表

11:40 土砂災害警戒情報発表
13:10 避難勧告発令
14:00 避難開始

（入所者３名、職員５名が中津江振興局へ避難）
16:30 避難指示（緊急）発令

7日(火) 6:15頃 施設周辺で土砂災害発生
8日(水) 11:37 土砂災害警戒情報解除

避難勧告発令
［7/6 13:10］

入所者及び職員
避難開始 ［7/6 14:00］

がけ崩れ発生
［7/7 6:15頃］

「早期避難」の習慣が
功を奏し速やかに避難実施

①

安寿苑

①
②

②

参考別添


